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経営理念

私たちは、明るく、元気に活動し、
人と車と地球に思いやり、
お客さまに最高の安心・満足を提供し続ける。

経営ビジョン

乗務員の健康度日本一を目指し、
安全で安心な運行をする。



様々な方法で乗務員の健康を管理・把握

１、脳ドック
２、SAS（睡眠時無呼吸症候群）検査
３、頸動脈エコー
４、健康診断年２回

５、睡眠時間・歩数（活動量計）
６、血圧・体重・体温（点呼時計測）

クラウドで管理 社長をはじめ管理職・厚生課は常時閲覧可能

クラウドで管理 所属長・運行管理者・厚生課が毎日確認



基準値 今回 判定 傾向 前回 判定 前々回 判定

身長 162.6 163.0 162.7

体重 62.6 63.4 62.6

BMI 18.5-24.9 23.7 Ａ ← 23.9 Ａ 23.6 Ａ

腹囲
男性-84.9
女性-89.9 86.0 Ｃ ↓ 84.5 Ａ

最高（収縮期） -129 110 Ａ ← 100 Ａ 96 Ａ

最低（拡張期） -84 72 Ａ ← 72 Ａ 70 Ａ

空腹時血糖 85 90

HbA1c 5.5 5.5 5.6

HDL-C 40-119 44 Ａ ← 46 Ａ 49 Ａ

LDL-C 60-119 109 Ａ ← 108 Ａ 214 Ｄ

中性脂肪 30-149 113 Ａ ← 98 Ａ 151 Ｂ

AST（GOT) 0-30 15 Ａ ← 15 Ａ 15 Ａ

ALT(GPT) 0-30 14 Ａ ← 16 Ａ 13 Ａ

γ-GTP 0-50 21 Ａ ← 19 Ａ 22 Ａ

赤血球数
男性400-539
女性360-489 431 Ａ ← 439 Ａ 445 Ａ Ａ

Ｂ
／
Ｃ

Ｄ

血色素量
男性13.1-16.6
女性12.1-14.6 13.6 Ａ ← 14.0 Ａ 14.2 Ａ

Ｃ Ａ Ａ Ａ
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【リスク判定評価の基準について】

１．公益社団法人人間ドック学会判定区分を使用しています。

２．リスクゾーン決定基準は、上記①～④のうち判定区分のＢ，Ｃ，Ｄ，Ｅが３つ以上の場合

を「高リスク」、２つの場合「中リスク」、１つの場合「低リスク」としています。

すべて基準値以内の数値の場合を「健康層」としています。

３．なお、上記①～④において１つだけでも判定区分のＤ、又は、Ｅに該当した場合

高リスクとしています。

E治療
中

18.5-24.9

男性 -84.9
女性 -89.9

収縮期 -129
拡張期 -84

FPG:-99
血糖 かつ

HbA1c:-5.5

40-119
脂質 60-119

30-149
0-30
0-30

0-50
男性 400-539
女性 360-489
男性 13.1-16.6
女性 12.1-14.6

2016年4月1日
公益社団法人日本人間ドック学会判定区分　 ※D1,D2のいずれかを採用するかは任意。（医師判断）

項   目 A異常なし B軽度異常 C要経過観察・生活改善
D要医療

D1要治療・D2要精密検査 ※

BMI  (kg/㎡) -18.4,  25.0-

腹囲  (㎝)
85.0-

90.0-
160-

85-89 90-99 100-

1)FPG:110-125

血圧  (mmHg)
130-139 140-159

空腹時血糖(mg/dL) 1)FPG:100-109かつHbA1c:-5.9 2)HbA1c:6.0-6.4 FPG:126-
2)FPG:-99かつHbA1c:5.6-5.9 3)FPG:126-かつHbA1c:-6.4 かつ

4)FPG:-125かつHbA1c:6.5- HbA1c：6.5-
1)～4)いずれかのもの

HDL-C(mg/dL) 30-39 -29,  120-

1) 2)のいずれかのもの
HbA1c(%)

LDL-C(mg/dL) 120-139 140-179 -59,  180-
中性脂肪(mg/dL) 150-199 -29,  400-200-399

ＡＳＴ（ＧＯＴ）　　　U/L 31-35 36-50 51-

ＡＬＴ（ＧＰＴ）　　　U/L 31-40 41-50 51-

γ-ＧＴ（γ-ＧＴＰ） U/L 51-80 81-100 101-

赤血球数　104/μＬ 540-599 360-399 -359，600-
490-549 330-359 -329，550-

血色素量　ｇ/ｄＬ
16.7-17.9 12.0-13.0 -11.9，18.0-
14.7-15.9 11.0-12.0 -10.9，16.0-

健康度を見える化

日本人間ドック学会の判定区分
A異常なし
B軽度異常
C要生活改善
D要医療

肥満・血圧・血糖・脂質の
四項目で四段階に分析

高リスク＝Dが一つ
またはB・Cが三つ以上

中リスク＝B・Cが二つ
低リスク＝B・Cが一つ
健康層 ＝全てA

ヘルスケア通信（見開き）



ヘルスケア通信（右：表紙 左：裏表紙）



１．二者面談（全員対象）
管理栄養士・乗務員

様々な形でフォロー



２、三者面談（高リスク者対象）
産業医・管理栄養士・乗務員

産業医より
栄養食事指導に関する産業医指示書（承認書）
面接指導結果報告書及び事後措置に係る意見書

指示書に基づき食事指導



３．勉強会
運行管理者・乗務員





様々な取り組み

１． 食物繊維不足対策➡セブンミール導入



２．健康情報提供➡ポスター＆かわら版

A３ A４



３．会社の取組をご家族へ➡「ｃｒｂ厚生課だより」

表 裏



４． 運動不足対策➡ウォーキング大会参加

➡トレーニング室回数券貸与



進捗状況（２０１６年１月➡２０１７年7月） 高リスク 52％➡41％
中リスク 28％➡26％
低リスク 13％➡23％
健康層 7％➡10％
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まとめ・考察

健康診断後のフォローができていなかったが、２０１６年４月より厚生課
を設立し、会社全体で健康改善・維持・増進に取り組んだ結果、
従業員全員の健康に対する意識が少しずつ、
そして明らかに変化してきた。

２０１７年９月より管理栄養士を一名増員。

今後も乗務員の健康度日本一（高リスク者０％）
を目指して活動を継続する予定である。

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業等はありません。



ご清聴ありがとうございました。


